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■小高区文教ゾーンの現状ついて（旧小高商業高校跡地）

■はじめに
「旧小高商業高校」の跡地利用については、これまで、当該用地（グラウンド等）と建物（校舎等）が

県（教育庁）の所有物であること、また、県（教育庁）から当該用地及び建物に関する具体的な利活用の
方針（売却・譲渡等）が示されていなかったことから、県との協議・調整が進まなかった経過があります。
その後、県（教育庁）から令和５年２月に県立高等学校の統廃合で生じる空き校舎や土地について、震

災と原発事故以降、高校の統廃合の方針を決定した１６校（旧小高商業高校除く）を対象に、土地や校舎
を利活用する場合の支援策について、新たな方針が出されました。
なお、当該方針には、震災と原発事故以前に統廃合の方針を決定した「旧小高商業高校」が支援対象外

となっていたことから、市では、当該方針による支援対象校に「旧小高商業高校」を追加するよう、県へ
の協議や要望等を行ってきました。
その結果、去る令和５年９月議会において、県（教育庁）では、県立高校改革が始まった令和元年度以

前に統合して閉校になり、跡地が未利用の状態になっている「旧小高商業高校」、「旧棚倉高校」及び
「旧喜多方高校」の３校がある南相馬市、棚倉町及び喜多方市の３市町に対し、校舎や土地利用を利活用
する際の財政支援を構築するとの方針を示しました。
このため、市では、南相馬市第三次総合計画において、小高区文教ゾーンを生かした魅力ある魅力ある

教育環境の整備を掲げており、現在、小高区全体のまちづくりの視点も踏まえ、「旧小高商業高校跡地利
用」について、全庁的な協議・検討等とともに、今後、県との具体的な協議・調整を進めていく考えです。



■旧小高商業高校跡地利用に関する一部報道内容（R5年9月14日）

（福島民友）

（福島民報）
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■旧小高商業高校跡地利用に関する県制度（概要）（県教育庁資料抜粋）
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■小高区文教ゾーン（※）エリア

小高区役所

小高保育園（休園中）

中部グラウンド

小高体育センター 旧県立小高商業高校

小高小学校

小高中学校

小高区子どもの遊び場
（令和３年４月開所）

小高区文教ゾーン

県立小高産業技術高校

（※）：小高区文教ゾーンについては、合併前の旧小高町時代から幼稚園、小学校、高校などが
隣接（集積）するエリアとして、「文教ゾーン」と呼んできました。
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